
一次救急医療を支える田原市医師会と二次救急医療を支える渥美病院。
それぞれの立場で、本市の救急医療について語っていただきました。

Q.一次救急とはどのような医療で
すか？

Ａ．応急処置が主な治療で、翌日まで
症状を抑え、専門医につなぐ処置
です。

Q.在宅当番医制があってよかった
と感じるときは？

Ａ．自分の患者さんが、休日に他の当
番医の先生に助けてもらったこと
を聞くと、在宅当番医制があって
よかったと思いますね。

Q.一次救急を維持していくためには？
Ａ．医療技術の発達により、治る病気

が増え、医療現場は忙しくなるば

かりです。皆さんも、病気になれ
ば病院に行けばよいと思うので
はなく、まずは自分の健康管理を
しっかりと行いましょう。万が一病
気になっても、慌てず様子を見る
ことも時には必要だと思います。
昔からいわれているように、風邪
のときは、温かいおかゆを食べ、
体を温めて汗をかくなど自分で対
処できることをまずはやってみてく
ださい。
　ただ、昼間我慢していて、夜に
なって在宅当番医に飛び込むの
はやめましょう。調子が悪ければ、
できるだけ昼間のうちにかかりつ
け医に相談してくださいね。

Q.二次救急とはどのような医療で
すか？

Ａ．一次救急である在宅当番医が空
いていないときに救急医療を行う
のが二次救急。また、一次救急で
は診れないケースを診るのも二次
救急の仕事です。

Q.二次救急医療で大変なことは？
Ａ．当直で救急医療に従事している

と、専門外の患者さんを診なけれ
ばならないのは大変です。たとえ、
専門分野の患者さんでも、その時
間帯は救急の医師が対処するの
で、専門的な治療はできません。

緊急性がないかどうか判断するの
が救急の医師の仕事です。患者
さんは、専門的な治療が受けたく
て来る方がいるので、この点を理
解してもらうのに苦労しますね。

Q.これからの救急医療は？
Ａ．救急医療を維持していくには、ま

ずは医師不足の解消が必要で
す。そこが改善されなければ、元も
子もない話になりますが、一次から
三次までの各救急医療がちゃんと
役割分担できているのが理想で
す。また、それを市民の方に理解し
ていただくことが一番大切です。
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現場の
声

▲「冬場はとても忙しく、スタッフの健康
状態も心配です」と話す荒木先生

▲「正しい診断ができ、きちんと治療し
完治できたときはやはりうれしいです
ね」と話す市川先生

広報たはら  平成29年11月│    │3


